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研究成果の概要（和文）：本研究は、看護系大学の臨地実習における学習障がい（以下、LD）の可能性のある看
護学生への学習支援や進路支援の方法を明らかにすることを目的とした。 
その結果として、臨地実習では、臨床実習指導者や大学教員はLDの可能性のある学生への合理的配慮を踏まえ、
目標や内容や評価を可視化する必要がある。進路選択では、学生の強みを活かした領域や職種を視野に入れ、本
人や家族や専門家と連携し支援することが示唆された。今後は、臨床実習指導者や大学教員はもちろん、当該学
生本人や家族や周囲の人々を対象とした教育研修機会が必要である。  

研究成果の概要（英文）：Objectives: This study aimed to clarify the difficulties encountered by 
practical training instructors and university education staff in delivering clinical training to 
nursing university students with potential learning disabilities, and to consider solutions.
Results: Five categories were extracted.
Conclusions: Our study revealed that training instructors and teaching staff experience difficulties
 when teaching students with potential learning disabilities. To overcome these difficulties, 
university educational staff, as well as students and families, need to be educated about the 
existence and value of support tailored to the characteristics of an individual’s learning 
disability.

研究分野：助産学、看護教育学、妊娠・出産・子育て、保育環境
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
看護系大学における学習障がいの可能性のある学生への支援としては、合理的配慮を踏まえ、目標や内容や評価
を可視化する必要がある。進路選択では、学生の強みを活かした領域や職種を視野に入れ、本人や家族や専門家
と連携し支援することが示唆された。今後は、教員や指導者はもちろん本人や家族や周囲の人々を対象とした学
習障がいに関する教育研修機会が必要である。それぞれの学生の特性に合わせて、教育が提供できる社会創りの
必要性が示唆された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本では、国連総会での採択後に、インクルーシブ教育の考えに基づき学習障がい（Learning 

disabilities 以下、LD）のある学生への支援教育が導入され、2016年に合理的配慮として障が
いのある大学生への支援が改善され始めた 1）。看護をはじめとする保健医療系の大学において
も、LDと診断される学生は、年々増えている 2）3）4）5）。本研究で取り扱う学習障がいとは、文
部科学省によれば「聞く」「話す」「読む」「書く」「計算する」「推論する」といった基礎的能力
のうち、一つないし複数の特定の能力についてなかなか習得できず、うまく発揮することができ
ないことで、学習上、様々な困難に直面している状態と定義される 6）。 
日本の看護大学教育において臨地実習は、学生が学士課程で学んだ教養科目や専門基礎科目
の知識を基に、専門科目として知識・技術・態度を統合、深化し、検証することを通して、実践
へ適用する能力を修得する授業である 7）。看護基礎教育プログラムの一つとして臨地実習は、知
識の統合と応用する基礎的能力が不可欠である。LDの特性から、講義や演習の段階では潜在化
しにくかった問題＝困りごとが、臨地実習では顕在化する。例えば、ケアに優先順位をつけるこ
とができない、看護記録が提出期限までに記載できない、対象者やグループメンバーや指導者と
のコミュニケーションの障壁、アセスメントの説明や記録ができない、投薬量の計算ができない、
臨機応変に対応できない、メンタルヘルスの障がいなどである 8）9）10）11）12）。これらの問題は、
実習の本質的な目標を達成することを阻害する。  
先行研究では、LDの生徒個々の学修ニーズに応えるために、教員は、障がい名で理解するよ
りもどういった学習場面で困難を示しているのかといった視点で、彼らを理解する姿勢が必要
である 13）。学習障がいのある看護学生は、学校に良い看護師になるための適応経路を開発する
ことを求めていた 14）。Terri と Zanaは、教育者が努力すれば障がいをもつ看護学生は有能な看
護師になる可能性があると述べ、他職種連携の必要性を示唆した 15）。これまでの研究に基づき、
看護臨床実習につまずき、看護訓練で学習困難に直面する学習障がいを持つ学生への支援の必
要性に着目した。  
日本では、発達障がいのある看護学生への具体的な支援方法は提示されはじめている 16）。し
かし個人の特性に合った支援方法についての報告は少ない。そこで本研究の目的は、看護系大学
の臨地実習における LD の可能性のある学生へ関わった臨床実習指導者や大学教員の困難さを
考察することで、当該学生への学習や進路支援のあり方を検討することを目的とした。  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、看護系大学の臨地実習における LD の可能性のある学生と関わった臨床実
習指導者や大学教員の困難さから、当該学生への学習支援のあり方を明らかにすること、とした。 

 
３．研究の方法 
1) 看護系大学における学習障害のある学生の実態把握 
先行研究や既存文献から看護系大学生で学習障がいのある学生の実態を把握した。期間は

2017～2019年度とした（途中、産育休暇による中断あり）。 
2) 質的記述的デザインによる調査 
（1） オンラインフォーカスグループインタビュー 
当初は、参集型のフォーカスグループインタビューの予定であったが、新型コロナウイルス感
染症拡大により、参集型は困難と判断したため、オンラインによる方法へ変更した。 
（2） 期間 

2020 年度に倫理申請の変更届を作成し、上記 1）の結果からインタビューガイドを作成し、
2021年度にデータ収集と成果報告をした。 
（3） データ収集 

3つのフォーカスグループインタビューが実施され、各インタビューに 3人が参加した。オリ
ジナルインタビューガイドに基づき、新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐために、対面ではな
くMicrosoft Teamsを使用して約 90分間インタビューした。各フォーカスグループは許可を得
て録音され、参加者が詳細な回答をするように設計された半構造化面接プロトコルに同意した
研究者が主導した。 3つの質問は次のとおり。①LDの可能性のある看護学生への対応に伴う困
難についてどう思うか。②LDの可能性のある看護学生との臨床実習における学習支援について
どう思うか。③LDの可能性のある看護学生の進路選択のサポートについてどう思うか。 
（4） データ分析  
データから個人情報を匿名化した逐語録が作成され、質的内容分析が行われた。インタビュー
の逐語録は、NVivo ver. 1.6ソフトウェアで分析された。「困りごと」に関連する部分を抽出し、
意味内容の類似性で分類しサブカテゴリからカテゴリを生成した。  
（5） 信頼性 
定性的調査（COREQ）の推奨事項を報告するための基準に従った 17）。転送可能性を確保する
ために、方法論とデータ収集プロセスの詳細な説明、および調査結果を提示する際に直接引用さ
れた。信頼性は、参加者との各フォーカスグループインタビューの後に逐語録を読むことによっ



て確認された。信頼性は、看護教育の教授らによる分析プロセスを確認することで確保された。
適合性は、逐語録からのカテゴリ生成のプロセスを 3回繰り返すことによって確認された。  
（6） 倫理的配慮  
本研究は、広島大学疫学倫理委員会によって承認を得た後、実施した。 

 
４．研究成果 
1) 参加者  
看護大学生への実習指導経験のある 9名（女性 8 名、男性 1名）がオンラインフォーカスグ
ループインタビューに参加し、都合に合わせて 3 グループ 3 グループを結成した。彼らの職業
は、保健師、助産師、登録看護師、学校看護師、大学の教員だった。卒業後の平均年数は 15.4年
（最短 8年から最長 21年）だった。  
2) インタビューデータ 
インタビューデータから、5 つのカテゴリが、抽出された。すなわち【看護学実習中という  
短期間で学生に合わせた方策の模索】【日本の伝統的な集団主義教育とはあまりにも異なる個別
対応への抵抗】【学生の依怙贔屓になってしまうのではないかという葛藤】【限界を見極めてしま
うことへの躊躇】【特性ゆえの困難さを支援する障壁】であった。 
3) 考察 
参加者は、全員臨床実習指導の経験を有するベテランの看護師・助産師・保健師・養護教諭・
大学教育スタッフであった。彼らは、幅広い職種経験を活かし、学習障がいの可能性のある学生
との困難なエピソードや支援方法について非常に有用な語りを提供したと考えられる。 
臨床実習指導者や大学教員は学習障がいのある学生に対して【看護学実習中という短期間で
学生に合わせた方策の模索】をしていた。そこで、臨床実習指導者と大学教育スタッフが学習障
がいを学び 18）19）、合理的配慮を啓発する必要があると示唆された。合理的配慮とは、大学等が
個々の学生の状態、特性等に応じて提供するもので、多様かつ個別性が高いものである 1）。教育
スタッフ個々の工夫ではなく、大学組織として明確なルールを設け当該学生の要望を受けて、大
学側が妥当かどうかを検討した上で提供されるべきだが、未だ正しい理解が浸透していない可
能性が示唆された。 
臨床実習指導者や大学教員は、彼らが受けてきた【日本の伝統的な集団主義教育とはあまりに
も異なる個別対応への抵抗】を学習障がいのある学生に対し感じていた。日本の集団主義教育は、
集団との強い連帯感を持って個人の自立を促進し、「One for all, all for one」に基づき集団の団
結と規律を獲得する 20）21）22）。おそらく、これは教育スタッフの思考基盤に根付いており、小学
校・中学校・高等学校での教育に影響されたと推察される。対照的に、学習障がいのある学生の
ためにさまざまな学習方法をサポートするには、個々のニーズを理解する必要がある 13）。教育
スタッフは、自分が今まで受けてきた教育と、学習障がいのある学生を教育者として初めて支援
するという不慣れさに過度のギャップがあるため、抵抗を感じてたと考えられる。したがって、
看護教育スタッフが伝統的な集団主義教育を払拭し、現代の個別教育を受け入れることができ
るように、学習障がいのある学生の特徴を理解することが必要である 23）。それらをサポートす
るための学習機会を提供する必要がある。 
周囲の人々の理解が得られなければ、【学生の依怙贔屓になってしまうのではないかという葛
藤】を生じることがわかった。倫理規定の公平性の原則に精通している看護教育者は、学生に対
して公正に行動しようとする 24）。その結果、個々の学生が特定の学生に対処しようとするほど、
教育スタッフが対立を経験する可能性が高いと推察された。さらに、学習障がいのある人々の社
会的スティグマを排除することはできない 25）。したがって、すべての専門家は強力な価値基盤
を持ち、権利、包含、選択、独立の原則を採用する必要がある 26）。適切なサポートを行うには、
サポートを受ける学生だけでなく、教育スタッフも肉体的および精神的なストレスから解放さ
れる必要がある。そのため、学習障がいのある学生を支援するだけでなく、教育スタッフや周辺
の人々を専門スタッフがメタサポートする、学生自身を含むプロジェクトチームを形成 16）する
必要があると示唆された。 
大学教員は、臨床看護実習で学習障がいのある学生の【限界を見極めてしまうことへの躊躇】
があった。将来、障がいのある看護学生が有能になる能力は、教育者の影響を受けるため 27）、
限界を見極めることは不適切な可能性がある。学力の高い学生は学習を続け、社会的感情を強め
ることができるため 28）、限界を知ることで、真剣に自分の強みに立ち向かい、キャリアの選択
を求めることができるとも考えられる。これは、学生が臨床看護実践の弱点に立ち向かう良い機
会があるという、本研究結果から裏付けられる。有望な青年期の学生の限界を見極めるには賛否
両論があり、さらなる研究が必要である。 
学習障がいのある学生のもつ【特性ゆえの困難さを支援する障壁】が様々あることが明らかと
なった。学生の特性に合わせた支援方策が不明なことが原因の一つであろう。そこで、本研究結
果と先行研究を踏まえ、次の支援策を提案する：指示内容をうまく聞取れない学生には強調色の
文字で短く視覚で示し音声記録を利用する 29）；順序だてては話すことができない学生には時間
をかけて傾聴し話したことを要約する；資料の読み取りがうまくできない学生にはユニバーサ
ルデザインを使いフォントを大きくし文字量を減らす；看護記録を書くことができない学生に
は時間を割いて内容を一緒に表出し、文字起こしアプリを使う 29）；情報からアセスメントがで
きない学生には一緒にメモリーツリーや図を利用する；グループワークに参加できない学生に



は集団人数を小さくし、ポジティブフィードバックに努める 30）；スティグマのある学生には従
来の教え方に固執せず学生の特性を認めあう。 
全体として、臨床実習指導者や大学教員は、学習障がいのある学生とその周囲の人々をサポー
トチームとして認識し、日本の看護大学の臨床実習における学生に関連する困難を解決するた
めに互いに学び合う必要がある。さらに、大学は社会組織の一員として、合理的配慮を提供する
ために、学習障がいに関連する教育活動に責任を持ち、積極的に取り組む必要がある。 
4) 本研究の限界と課題 
第一に、参加者の意見は広く適用可能または包括的ではない可能性がある。第二に、日本では
学習障がいの診断を受入れ公表する看護学生がまだまだ少ない。ゆえに、参加者はフォーカスグ
ループインタビューで「学習障がい」の認識があいまいのまま語った可能性がある。加えて、学
習障がいは、自閉スペクトラム症や注意欠陥多動性障がいと複合することもあるが本研究では
言及していない。第三に、本研究では新型コロナウイルス感染症拡大期に行われたため、感染対
策としてオンラインによるフォーカスグループインタビューでデータ収集をしたが、対面での
フォーカスグループインタビューとの違いは、吟味できていない。 
5) 結論 
本研究結果は、看護系大学の臨地実習において学習障がいの可能性のある学生を支援するた
めに、大学の教育スタッフ、および学生と家族は、個人の学習障がいの特性に合わせたサポート
の存在と価値について教育を受ける必要がある。さらに、日本の大学組織における学習障がいの
特徴に合わせた支援を提供するには、学生や他の学生やその家族を含む周辺の人々に関わる教
育スタッフを教育する必要がある。社会の意識を向上するには、さらなる研究が必要であること
が示唆された。 
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